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コミュニティバス利用者アンケート調査結果について  
1. 調査概要 コミュニティバスの利用状況を把握するとともに、利用者の利用意向や満足度を把握するためにアンケート調査を実施しました。 アンケート調査の概要は以下のとおりです。  ＜ コミュニティバス利用者アンケート調査の概要 ＞ 調査目的 コミュニティバスの利用状況の把握及び利用者の利用意向や満足度を把握するために実施 調査日   平日：平成 29 年 9月 6日（水）・7日（木）   休日：平成 29 年 9月 9日（土）・16 日（土） 回収期限：平成 29 年 9月 30 日（土） 調査対象者 コミュニティバス利用者 調査方法 調査員がコミュニティバスに乗車し、利用者に調査票を手渡しで配布し、郵送で回収  ＜ 配布・回収状況 ＞  配布数（枚） 回収数（枚） 回収率（％） 平日 197 94 47.7 休日 152 35 23.0 合計 349 129 37.0    

協議事項１ 
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＜ アンケート調査票（表面） ＞ 
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＜ アンケート調査票（裏面）＞ 



 

                          



― 4 ― 

2. 調査結果【抜粋】 (1) コミュニティバスの利用区間（問 1） ・調査期間中のコミュニティバスの利用区間（利用バス停）について、平日の乗車バス停及び休日の乗降バス停は「竜野駅」の利用が多く、平日の降車バス停では「本竜野駅」の利用が多くなっています。                      

＜ 平日乗車バス停（上位 5 位） ＞ ＜ 平日降車バス停（上位 5 位） ＞ 
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＜ 休日乗車バス停（2 人以上利用） ＞ ＜ 休日降車バス停（2 人以上利用） ＞ 
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＜ 平日・休日乗車バス停（上位 5 位） ＞ ＜ 平日・休日降車バス停（上位 5 位） ＞ 
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(2) 行き先（問 5） ・コミュニティバスを利用して行った施設としては、たつの市民病院、龍野高校、龍野北高校、イオン竜野店などが多くなっています。 ・市内の町名では、龍野町の堂本、日山、島田、富永などが多く、市外では姫路市が多くなっています。                        
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たつの市民病院龍野高校龍野北高校イオン竜野店本竜野駅竜野駅龍野中央病院
（票）＜ 施設（3 人以上利用） ＞ 

不明 62 票除く ＜ たつの市内町名（2 人以上利用）＞ 

＜ たつの市外 ＞ 不明 21 票除く 

不明 21 票除く 
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（票）
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(3) 利用状況の変化（問 6） ・コミュニティバスは、平日・休日ともに約 7 割の人が、再編以前（平成 29 年 4 月 3日より前）から継続利用者となっており、約 3 割は新規利用者となっています。            
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利用していた 利用していなかった （票）8734121

＜ 利用状況の変化 ＞ 

不明 8 票除く 
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(4) 再編後にコミュニティバスを利用するようになった理由   [再編後からの利用者のみ]（問 10）[複数回答] ・再編後にコミュニティバスを利用するようになった理由は、「利用したい時間帯に運行しているから」「行きたい目的地・バス停に行くから」などの理由が多く、再編による増便やルート変更によって新たに利用している人が多いと考えられます。           
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平日 休日（票） ＜ 再編後にコミュニティバスを利用するようになった理由 ＞ 

不明 1 票除く 
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(5) 利用回数の変化[再編前からの利用者のみ]（問 8） ・コミュニティバスの利用回数は「ほとんど変わらない」が平日は 6 割、休日 4 割、「増えた」が平日、休日ともに 3 割、「減った」が平日 1 割、休日 2 割であり、減った人よりも増えた人の割合のほうが多くなっています。                    
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＜ 利用回数の変化 ＞ 
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(6) 再編前後の満足度[再編前からの利用者のみ]（問 8） ・コミュニティバスに対する満足度は、全ての項目で、「良くなった」「やや良くなった」が「やや悪くなった」「悪くなった」を上回っており、再編による利用者の満足度は向上していると考えられます。 ・特に、運行本数、時間帯などの満足度が高く、増便による効果と考えられます。 ・ルートや定時性は不満が高くなっており、路線変更や遅延によるものと考えられます。                     
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良くなった やや良くなった 変わらない やや悪くなった 悪くなった （票）
737574767674746273

（票）＜再編前後の満足度（平日・休日合計）＞ 

 全体：不明 11 票   ルート：不明 13 票   バス停：不明 12 票  本数：不明 10 票   時間帯：不明 10 票   所要時間：不明 12 票 定時性：不明 12 票   乗り継ぎ：不明 24 票  運転手：不明 13 票 それぞれ除く 
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(7) 改善点[再編前後の各満足度で「不満」「やや不満」と回答した方のみ] ・コミュニティバスの運行内容に対する改善点については、「運行ルートの見直し・延伸」に関する意見が最も多く、次いで「運行本数の増加」「鉄道との接続改善」の順となっています。                   

＜ 改善点 ＞ 
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運行ルートの見直し・延伸運行本数の増加鉄道との接続改善車両の改善（大型化）運転手の応対改善定時性の確保運行時間帯の拡大休日の運行「あかねちゃん」との接続改善その他
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